
  

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 青少年健全育成実践標語 優秀作品 
 

 雲仙市青少年・子ども育成会議瑞穂支部より、標記優秀作品のお知らせがありました。本校からも下記

の２名の生徒の作品が選ばれ、ポスター化され各ご家庭に届くことと思います。 

           松坂 愛心さん（３年） 「一つの気遣い 二つの笑顔 生まれてく」 

           布田   雫さん（３年） 「咲かせよう 笑顔の花束 町中に」 

 心がほっとし、温まる感じの標語です。この標語による温かい気持ちの広がりを期待したいと思います。 
 

雲仙市英語スピーチコンテスト 
 

 先日の１２月１６日（土）に標記コンテストが瑞穂公民館で開催されました。本校からは３年の辻 穂雫

希くん、吉田 有梨亜さんの２人が代表として出場しました。2人とも放課後等の時間を利用して一生懸命

に練習し、本番に臨みました。 
 

吉田さんの発表内容を簡単に紹介すると 

『私の「ふるさと」は田舎です。都会のような大きなお店はありません。 

しかし、自然は豊かで、地域の人々との交流も深いです。私はこの機会 

を通して、田舎ならではの良さをたくさん紹介したいです。』 
 

辻くんの発表内容を簡単に紹介すると 

『私にとっての「ふるさと」は１つではありません。みなさんが゛何を「ふ 

るさと」とするか分かりませんが、私は今の自分をつくってくれた全て 

が「ふるさと」だと思っています。私のスピーチを聞いてくれた方々も、 

たくさんの「ふるさと」があっていいと思ってもらえたら嬉しいです。』 
 

 残念ながら入賞には及びませんでしたが、見事な発表、スピーチであったことは確かです。また、閉会式

での長崎大学の先生の講評が、２人だけではなく多くの生徒や私たちに非常に参考になったので、その

要旨を伝えます。 

『人に伝えるということは、プレゼンテーションである。伝えたい事実と、それについてどう思ったのか、感

じたのかをしっかりと伝えなければならない。そのためにもテーマを絞り、それに迫る内容を適切な接続

語を使い、段落でつないでいく。そして、何度も推敲する。これから求められるのは、思いを伝えるだけで

はなく、自分の意見を聞いている相手が「うん、うん」と頷く、説得力を持たせることが大切である。必ずこ

の経験、人前で話すということで言葉が身に付く、覚える。言葉は遣ってどんどん伸びていく。役に立つ時

が必ず来る。』 

 このことは英語スピーチコンテストだけではなく、日ごろの授業の中やいろんな場面での発表等にも通

じるものがあると思います。自分の思いや考えを自分の言葉でしっかりと伝える機会を増やすことが大切

です。そういった機会を、自分を伸ばすチャンスと捉え、進んで挑戦して欲しいと思ったところです。 

瑞穂中学校だより 

【学校教育目標：ふるさとを愛し  

心身ともにたくましく 主体的に学ぶ生徒の育成】 

令和５年 12月 22日（金） ＮＯ．26 文責：校長 柏原 哲郎  

HP アドレス https://www.unzen.ed.jp/mizuhochu 

 



人権集会 
 

 １２月１８日（月）に人権集会を実施しました。１年生が学年閉鎖になり、「アイマスク・白杖体験」の発表

が出来ませんでしたが、２年生は「認知症体験のまとめ」、３年生は「手話体験」をそれぞれ発表しました。 

その後、人権平和実行委員から人権アンケートの結果発表、そして朗読「ちがいを 豊かさに」がありま

した。最後に、瑞穂中人権宣言文の発表と採択がありました。これまでの人権学習と今日の人権集会を

通して、１人でも多くの生徒たちがこれまで以上に周りの人に優しくなっていることを願っています。 

また、当日はインフルエンザ感染予防の観点からオンラインによるリモート開催（録画映像を含む）とし

ました。事前の予行ではある程度うまくいったのですが、本番では画像と音声のズレ等の問題が発生し、

はっきりと視聴できなかった学年もあり、残念な思いです。今回の不具合についてはさらに検証し、いろん

な工夫を重ねながら少しでもより良いものにしていきたいと思います。ただ、今回の１年生の学年閉鎖の

期間中は、初めての試みとしてオンラインでの朝夕の短学活を実施しました。もちろん全員の参加は出来

ませんでしたが、生徒の健康観察や諸連絡、閉鎖中の学習について等、担任とのやりとりができました。こ

のことは良かったと思います。写真は人権集会を視聴中の様子です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

新生徒会誕生、引継式（リモート開催） 
 

 本日、生徒会引継式を行いました。全校生徒からの、特に３年生からの「瑞穂中学校を頼むぞ」という思

いがつまったバトンを受け取ったと思います。新生徒会役員たちも、きっとその思いに応えるように頑張っ

てくれるものと期待しています。また、生徒会役員だけに任せるのではなく、全校生徒が一致団結してこの

瑞穂中学校をより良くしていこうと頑張ることも大切です。いよいよスタートです。 

 生徒会長  中峰 紗英（２年） 副会長 吉弘 隼人（２年） 本田 ゆず花（１年） 書記 久恒 晴（１年） 

 学習委員長 髙木 奈々（２年）   副委員長 堀口 心優（１年） 

 生活委員長 中田 賢翔（２年）   副委員長 松本 咲愛（１年） 

 文化委員長 江﨑 莉衣子（２年） 副委員長 山本 有紗（１年） 

 給食委員長 森田 侑希（２年）   副委員長 宮﨑 美羽（１年） 

 保体委員長 峯 貴雄斗（２年）   副委員長 坂本 莉斗（１年） 
 

２学期終業式（リモート開催） 
 

 インフルエンザ感染の流行や積雪等の心配をしながら何とか本日の終業式を迎えることができました。

終業式では、１年:久恒 晴くん、２年:橋口 葵羽くん、３年:上田 秀斗くんの３名が各学年代表として２学

期の振り返り等を発表しました。その内容は後日紹介します。校長も２学期の振り返りと、昨年と同じよう

にこの冬休み中に家族のために何か１つのことを決めて毎日実行することをお願いしました。カードも配

布しています。保護者の方もそのカードを確認していただければ幸いです。また、進級、進学に向けて「学

力貯金」をしっかりと貯めるために勉強も頑張るように伝えました。年明け後の成長を期待しています。 

  

２年生 ３年 1 組 ３年 2 組 

今回から１年生に副委員長の

役割を与え、１年生を育てると共

に生徒会活動のさらなる活性化

を図ることになりました。 

生徒及び保護者・ご家族の皆様、地域の皆様、そして本校教職員にとって、来年が良い年になることを

願っています。 


